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宮崎県教育委員会では､乗九州自動車道 (都農～西都間)建設予定地にかかる

埋蔵文化財の発掘調査を平成11年度から実施しております｡本書はその発掘調査

報告書であります｡

本書に掲載した牧内第 1遺跡 (四次調査)は､平成14年度から平成15年度にか

けて発掘調査を行い､後期旧石器時代における石器群や傑群､縄文時代早期にお

ける多数の土坑等の遺構とともに旧石器時代を中心に多数の遺物 (石器)を確認

することができました｡

ここに報告する内容は､今後､当地域の歴史を解明する上で貴重な資料になる

ものと考えられます｡

本書が学術資料となるだけでなく､学校教育や生涯学習の場などで活用され､

また､埋蔵文化財保護に対する理解の一助になれば幸いです｡

最後に､調査にあたってご協力いただいた関係諸機関 ･地元の方々､並びに御

指導 ･御助言を賜った先生方に対して､厚くお礼申し上げます｡

平成17年3月

宮崎県埋蔵文化財センター

所 長 宮 園 淳 一



例 言

1 本書は､東九州自動車道 (都農～西都間)建設に伴い､宮崎県教育委員会が実施した牧

内第 1遺跡 (四次調査)の発掘調査報告書である｡
2 発掘調査は､日本道路公団の委託により宮崎県教育委員会が調査主体となり､宮崎県埋

蔵文化財センターが実施した｡

3 現地での実測 ･写真撮影等の記録は､原田茂樹､成亥浩志､高木祐志が行い､一部につ

いて発掘作業員の協力を得た｡また､本書で使用した遺物写真は､原田が撮影した｡

4 調査区の座標設置及びグリッドの設定は､有限会社 島田総合コンサルタントに委託し
た｡なお､国土座標は旧国土座標第Ⅱ系に拠る｡

5 空中写真撮影は､九州航空株式会社に委託した｡
6 自然科学分析は､㈱古環境研究所に委託した｡また､石器実測については大成エンジニ
アリング株式会社に委託した｡

7 整理作業は､遺物洗浄､一部注記を現地で行い､残りの注記及び接合を宮崎県埋蔵文化

財センター本館で行った｡磯の整理については､洗浄 ･注記の一部を現地で行い､残りの

洗浄 ･注記及び接合を東畦原整理作業事務所で行った｡

8 本書で使用した位置図は国土地理院発行の2万5千分の1図をもとに､遺跡周辺地形図
等は､日本道路公団宮崎工事事務所から提供の1000分の1図をもとに作成した｡
9 本書で使用した方位は主に磁北 (M.N)であり､位置図等の一部は座標北 (G.N)であ
る｡また､標高は海抜絶対高である｡

10 土層断面 ･石材の色調については農林水産省農林水産技術会議事務局監修 ｢新版標準土
色帖｣に準拠した｡

11 出土遺物の石材同定は､松田清孝 (県総合博物館)の協力を得て､原田が行った｡
12 本書の執筆と編集は､原田茂樹が担当した｡
13 出土遺物､その他の諸記録は宮崎県埋蔵文化財センターで保管している｡

凡 例

1 遺構の略号は次のとおりとする｡

SC 土坑 SI 疎群
2 遺物実測図中の実測図番号横の ( )には石材名を記した｡
頁-頁岩

流-流紋岩
ホ-ホルンフェルス

砂-砂岩

黒-黒曜石

チ-チャート

尾-尾鈴山酸性岩

3 挿図の縮尺は次のとおりとする｡

遺物実測図-2/3 1/2 遺構実測図-1/20 1/30
土層断面図-1/60 ※以上を基本とするが､これ以外のものもある｡

4 石器計測表の計測値は､下記の計測方法に拠った｡単位は､cm､ gである｡
5 石器の節理面は一点鎖線で表示した｡微細剥離の認められる部分は仁1でその範囲を示

した ○ 軒 留

a-長 さ

b-幅

C-厚 さ
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第 Ⅰ章 はじめに
第 1節 調査に至る経緯

東九州自動車道 (都農～西都問)は､平成元年2

月に基本計画がなされ､平成9年3月には整備計画

路線となった｡さらに､平成9年12月に建設大臣か

ら日本道路公団へ施行命令が出され､公団では翌年

の2月から事業に着手している｡その間､県教育委

員会では､平成6年度に延岡～西都問の遺跡詳細分

布調査を行い､それに基づき埋蔵文化財の保護につ

いて関係機関と協議を重ねた結果､工事施工によっ

て影響が出る部分については工事着手前に発掘調査

を実施することとなった｡調査は平成11年度から日

本道路公団の委託を受け､宮崎県埋蔵文化財センタ

ーで行っている｡

本遺跡には､北からA-D区の4調査区を設定し

それぞれの調査区について確認調査を行ったが､用

地買収等の関係で確認調査は複雑な行程となった｡

まず､平成12年8月7日～11日にA区の確認調査を

行い､後期旧石器時代の赤化疎や縄文時代草創期か

ら早期のものと思われるピット状の円形プラン､縄

文時代前期の石鯨を検出した｡遺物 ･遺構の分布状

況や旧地形の状況から､3,400m2の本調査が必要と

判断した｡続いて平成12年10月2日～16日にC区の

確認調査を行い､AT上位で石器群と赤化疎を検出

した｡耕作による削平の範囲や土石流の範囲を除外

し2,400m2の本調査が必要と判断した｡次に､平成1

3年2月5日～27日にD区で確認調査を行った結果､

AT上位から石器ブロックや石器群を検出し､旧地

形との関係や出土状況から､3,400m2の本調査が必

要と判断した｡平成14年4月8日～30日にはB区の

確認調査を行い､AT上位から石器群を､Kr-Kb層

からシミ状のプランを検出した｡確認調査の状況か

らB区の本調査対象面積を4,900m2と判断した｡

確認調査の結果を受け､周囲の耕作状況等も踏ま

えた結果､C､A､D､B区の順に四次にわたる本

調査を実施することとなった｡実際の本調査の調査

期間は､以下に示すとおりである｡

一次(C区)-平成12年11月6日～平成13年2月28日

二次(A区)-平成13年3月1日～平成13年12月28日

三次(D区)-平成14年1月10日～平成14年11月29日

B区は四次調査として､平成14年9月9日から平成

15年6月23日の期間で実施した｡

第 2節 調査の組織

牧内第 1遺跡 (四次調査)の調査組織を次に示す｡

調査主体 宮崎県教育委員会

宮崎県埋蔵文化財センター

所 長

米良 弘康 (平成14･15年度)

宮園 淳一 (平成16年度)

副所長兼総務課長

大薗 和博 (平成14-16年度)

副所長兼調査第二課長

岩永 哲夫 (平成14-16年度)

総務係長

野達 文博 (平成14年度)

主幹兼総務係長

石川 恵史 (平成15･16年度)

調査第一課長

児玉 章則 (平成14･15年度)

高山 富雄 (平成16年度)

調査第一係長

谷口 武範 (平成14-16年度)

調査第二係長

長津 宗重 (平成14･15年度)

主幹兼調査第二係長

島津 宗垂 (平成16年度)

主査 (調査担当)

原田 茂樹 (平成14･15年度)

成亥 浩志 (平成14･15年度)

主査 (報告書担当)

原田 茂樹 (平成14-16年度)

調査指導

/｣減田弘己 (熊本大学)本田道輝 (鹿児島大学)

泉 拓良 (京都大学)田崎博之 (愛媛大学)

柳沢一男 (宮崎大学)

広瀬和雄 (国立歴史民俗博物館)
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第2図 周辺遺跡分布図 (S-1/50.000)
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第Ⅱ章 遺跡の環境
第 1節 地理的環境

牧内第 1遺跡 (四次調査)は､宮崎県児湯郡高鍋

町大字上江字牧内に位置する｡遺跡の位置する高鍋

町は､宮崎県のほぼ中央に位置し､西北部は九州山

地がそびえ､東方には顕著な段丘地形を示す日向海

岸平野が広がっている｡平野部の河川に沿って低地

が発達しており､河川問には数段の平坦部が広く残

存している｡本遺跡は､高鍋町南西部の新富町祇園

原から畦原､三財原､追分､高鍋町市の山､中尾､

牛牧にかけて広がる三財原段丘面標高約90mの南東

端に位置しており､西方約70mには､上位の茶日原

段丘面の段丘崖が迫っている｡

近接の乗九州自動車道 (都農～西都問)建設関連

の遺跡としては､牧内第2遺跡､小並第 1遺跡､唐

木戸第 1-第4遺跡等がある｡

第 2節 歴史的環境

本遺跡の所在する牧内は､昭和における開拓事業

による畑作地帯としての発展を見てきたが､古くは

軍馬等の放牧地として使用されていたようである｡

周辺に ｢牧｣のつく地名が見られることからも当時

の様子が偲ばれる｡

本遺跡の調査においては､後期旧石器時代､縄文

時代早期を中心とした遺構 ･遺物が確認された｡こ

れらの時代について､周辺の遺跡分布状況について

簡単にふれておきたい｡

(後期旧石器時代)

発掘調査された遺跡として､持田中尾遺跡､妻道

南遺跡､北牛牧第 1･第5遺跡等がある｡持田中尾

遺跡は､持田古墳群の分布する台地の中で､南に三

つ突出した舌状丘陵のうち一つの丘陵の先端部に立

地している｡出土遺物としてナイフ形石器､黒曜石

製の円形掻器､角錐状石器等がある｡このうち､ナ

イフ形石器は､ホルンフェルス製の横長剥片を素材

としたもので､瀬戸内技法との関係をうかがわせる

ものもみられた｡次に､高鍋町南端の新富町との境

に立地する妻道南遺跡では､鹿児島県出水市周辺産

と思われる黒曜石製のナイフ形石器が出土している

が､器長8.0cm､幅3.7cmという最大級のサイズであ

ったことや､使用石材が持田中尾遺跡出土の円形掻

器と同一であることが特筆される｡また､ナイフ形

石器群が出土したⅤ層暗褐色ローム面で楳群が 1基

検出された｡牛牧原台地上北部に立地する北牛牧第

1遺跡においては､町内の遺跡では初めてAT直下

で疎群が検出された｡隣接する北牛牧第5遺跡では､

同じAT直下で水晶製の石器が出土している｡AT

上位層においては石器の集中区が確認された｡

(縄文時代早期)

発掘調査された遺跡として､妻道南遺跡､大戸ノ

ロ第2遺跡､北牛牧第5遺跡等がある｡妻道南遺跡

では､アカホヤ下位第Ⅲ層暗褐色小白斑ロームで集

石遺構が5基検出された｡このうち4基については

浅い掘り込みが確認されている｡牛牧原台地東端部

に立地する大戸ノロ第2遺跡でも集石遺構45基が検

出されている｡遺物は､押型文土器､貝殻文施文円

筒形土器､撚糸文系の塞ノ神式土器等が出土してい

る｡また､北牛牧第5遺跡では､集石遺構2基､陥

し穴状遺構2基等が検出され､遺物は石金族を中心と

した石器､平格式土器等が出土している｡

【参考文献】

｢高鍋町史｣ 高鍋町教育委員会 1987

｢高鍋町遺跡詳細分布調査報告書｣ 高鍋町教育委員会 1989

｢持田中尾遺跡発掘調査概要報告書｣ 高鍋町教育委員会 1982

｢妻道南遺跡発掘調査報告書｣ 高鍋町教育委員会 1986

高鍋町文化財調査報告書第5集 ｢大戸ノロ第2遺跡｣

高鍋町教育委員会 1991

高鍋田｣文化財調査報告書第7集 ｢中尾 ･牛牧地区遺跡｣

高鍋町教育委員会 1995

宮崎県埋蔵文化財センター発掘調査報告書第80集 ｢北牛牧第5遺跡｣

宮崎県埋蔵文化財センター 2003

-3-



第Ⅲ章 調査の経過と方針
第 1節 確認調査の概要

確認調査は､平成14年4月8日～30日に実施した｡

調査においては3mx3mのトレンチ25箇所を設定

し､土層､遺構 ･遺物の有無を確認しながら手掘り

による調査を実施した｡なお､遺構が確認されたト

レンチについては､その状態で保存し､遺物が確認

されたトレンチについては出土した層位と位置を記

録した後に取り上げた上でⅧa層 (姶良Tn火山灰

の風化層)まで掘り下げて調査を終了した｡

調査の結果､Ⅴ層 (暗褐色土層)下部､Ⅵ層 (霧

G H I J K

島小林降下軽石を含む褐色土層)､Ⅶ層 (暗褐色土

層)､Ⅶla層 (姶良Tn火山灰の風化層)において

遺物を確認した｡また､Ⅵb層上面で土坑と思われ

る痕を多数検出した｡このため､Ⅴ層下部～Ⅷa層

については全面調査を実施することとした｡なお､

Ⅷ層下位の調査については､本調査を進める中で調

査範囲を決定し実施することとした｡この確認調査

の結果､本調査の対象面積を4,900m2と設定した｡

L M N 0 P

I北側調査区 ●T1■T2
∠■T3 ■T4 ■T5 ■T6
●T7 ■T8 ■T9 ■T10 ■T12
/ ■T13■T18
●T21 ■T24 /■T26 ■T27 ■丁28 ■T29

∫ ■31 T32 ■T33 ●T34 ■T35/ *側調査区■T39
( --確認 トレンチ ;01=1.･000__2:Om

第4図 グリッド配置図および確認調査 トレンチ配置図
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第2節 発掘調査の方法

本調査は平成14年9月9日から平成15年 6月23日

まで実施した｡調査にあたっては､調査区を南北に

分割した上で調査を実施することとした｡これは､

調査区北側に隣接する畑の農作物等への土壌の飛散

による影響を考慮してのものであった｡調査は冬期

に季節風の影響が心配される北側から実施すること

とした｡

調査区には国土座標に準じた10mXIOmのグリッ

ドを設定し､東西方向にG～P (西より)を､また

南北方向に10-20(北より)をそれぞれ付し､南北

を主軸にしたグリッド法による調査を行った｡各グ

リッドについては､K-10グリッド等と呼ぶことと

した｡

地形測量については､遺物出土面および遺構検出

面で実施し､20cm間隔で等高線を記録した｡なお､

Ⅵb層直上は測量業務委託として行い､その他につ

いては調査員が各 トレンチ等の土層レベルの測定結

果をもとに内挿法によって作成していった｡

実際の調査では､層の残存状況を確認しながらま

ず表土を重機で除去した｡その後､調査区北側にお

いては残存するアカホヤ火山灰層 (Ⅲ層)上面を精

査して遺構 ･遺物の確認を行ったが､確認はできな

かったため､引き続き重機を使用してⅤ層 (暗褐色

土層)上部を除去した上で下層の調査に入った｡ま

た､調査区南側についてはアカホヤ火山灰層 (Ⅲ層)

はほとんど残存していなかった｡そこで､重機を使

用してはじめにⅤ層 (暗褐色土層)上部を除去した

上で調査に入った｡

実際の調査ではグリッド法による50%調査を基本

として調査を進めていくこととし､必要に応じて調

査範囲を広げていった｡調査においては､縄文時代

早期以降､旧石器時代の包含層を人力で掘り下げて

いった｡なお､作業の効率化を図るために､無遺物

層の除去等については重機を使用した｡実際には､

調査区北側ではⅥ層 ･Ⅷa層の一部とⅧb層の除去

に､調査区南側ではⅤ層とⅥ層の一部の除去に重機

を使用した｡結果として､調査区北側では一部ⅩⅡ

層まで､調査区南側では一部ⅩⅠ層まで掘り下げて

遺構 ･遺物の有無の確認を行った｡

調査の結果､Ⅵb層～Ⅷa層を中心に遺構 ･遺物

が確認され､後期旧石器時代～縄文時代早期の調査

成果が得られた｡

調査は平成15年 6月23日の埋め戻しをもって終了

した｡なお､調査区は埋め戻しによって本調査前の

地形に復元し､現在は草地となっている｡

調査終了後は､平成15年 7月12日に高鍋町中央公

民館を会場に調査報告会を実施し､広く町内外に発

掘調査の成果を報告した (92名参加)｡

(日誌抄)

H14.9.9発掘調査に入るための除草作業を行う｡

9.12重機による表土剥ぎ範囲を確定する｡

9.17重機による表土剥ぎを行う｡アカホヤ層

～9.26残存の確認､遺構の有無の確認後､Ⅴ層

上部までを除去する｡

10.1発掘作業員による発掘作業を開始する｡

10.2北側調査区グリッド杭設置｡(委託)

10.3V層掘削及び精査を開始する｡Ⅴ層遺構

検出面のコンク図を作成する｡

10.21V層面検出土坑4基を確認する｡

10.23重機によるⅥa層 (無遺物層)の除去を

～10.24行う｡Ⅵb層の調査に入る｡

10.25第 1回空中写真撮影 (北側調査区Ⅵb層)

を行う｡(委託)

10.28Ⅵb層面検出遺構分布図作成｡遺構精査

及び実測を開始する｡土坑49基 (二段掘

り土坑6基)を検出｡

Ⅵb層上面地形測量実施｡(委託)

11.27重機によりⅥ層を除去する｡

～11.28Ⅶ層の掘削を開始する｡

12.2調査区北東部で楳群を確認する｡以後､

合計5基の疎群を検出｡

12.6調査区北西部で遺物集中区 (石器ブロッ

ク)を確認する｡以後､4箇所の石器ブ

ロックを検出｡

12.17Ⅷa層の掘削を開始する｡

1.26調査区北西部で遺物集中区 (石器プロッ
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ク)を1箇所検出｡

H15.1.8重機によるⅧ層 (AT-無遺物層)の除

～1.10去を行う｡AT下層の調査に入る｡

1.23ⅩⅡ層より礁群を1基検出した｡疎の構

成は疎であった｡

1.28北側調査区の埋め戻しを行う｡引き続き

～2.4南側調査区の表土剥ぎを行う｡アカホヤ

残存郡は確認できず､Ⅴ層の調査から開

始した｡

2.6南側調査区グリッド杭設置｡(委託)

2.17重機によりⅤ層残部及びⅥa層の除去を

～2.18行う｡

2.19第2回空中写真撮影 (北側調査区Ⅵb層)

を行う｡(委託)

2.20遺構査及び実測を開始する｡土坑98基

(二段掘り土坑20基)を検出｡

Ⅵb層上面地形測量実施｡(委託)

3.3Ⅵb層面検出遺構分布図作成｡

3.18重機によりⅥ層を除去する｡

～3.20Ⅶ層の掘削を開始する｡

3.24東九州自動車道発掘調査指導委員来訪｡

(本田委員､小畑委員)

3.25調査区西側で撰群及び遺物集中区 (石器

ブロック)を確認する｡以後､合計8基

の礁群と7箇所の石器ブロックを検出｡

4.15Ⅷa層の掘削を開始する｡

5.9疎群5基を検出｡以後､合計9基の楳群

を検出｡

5.16調査区南部で遺物集中区 (石器ブロック)

を2箇所検出｡楳群及び石器ブロックの

特徴的な空間配置を確認する｡

6.10調査区の埋め戻しを開始する｡

6.23発掘調査を終了する｡

7.12高鍋町中央公民館において発掘調査報告

会を老瀬坂上遺跡と合同で開催する｡

(参加者92名)

第3節 整理作業及び報告書作成

整理作業は､発掘現場において平成14年10月～平

成15年6月で､遺物および磯の水洗､注記､一部接

合を行った｡その後､疎については平成15年10月～

平成16年 1月に､東畦原整理作業事務所において水

洗､注記､計測､接合作業を行った｡また､石器に

ついては平成15年10月～12月に､埋蔵文化財センタ

ーにおいて注記､計測､接合作業を行った｡なお､

石器の製品や接合資料等については実測委託を行う

こととし､平成16年 7月に発注し10月に完了した｡

報告書作成に当たっては､整理作業と並行して遺

構図面等の整理および報告書原稿作成に取り組んで

きた｡平成16年 8月､9月に報告書作成のための遺

構 トレース等の整理作業を行い11月に報告書原稿作

成を完了した｡

発掘作業風景
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第Ⅳ章 調査の記録
第 1節 調査の概要

調査の結果､後期旧石器時代～縄文時代早期の遺

構や遺物が確認された｡

後期旧石器時代では､第 1文化層 (姶良Tn火山

灰降灰以前)､第 2文化層 (姶良Tn火山灰降灰後

二次堆積)､第3文化層 (霧島小林降下軽石火山灰

降灰以降)､第 4文化層 (霧島小林降下軽石火山灰

降灰以前)の4つの文化層で遺構と遺物を確認した｡

第 1文化層では､疎群 1基を検出し殻石等の遺物4

点が出土した｡第2文化層では､楳群9基と石器ブ

ロック3箇所の遺構を検出し､ナイフ形石器､角錐

状石器､掻器､剥片､砕片､石核､敵石､磨石､台

石等の遺物が出土した｡第3文化層では､傑群13基

と石器ブロック11箇所の遺構を検出し､ナイフ形石

器､角錐状石器､掻器､剥片尖頭器､剥片､砕片､

石核､敵石､磨石､台石等の遺物が出土した｡第4

文化層では､石器ブロック3箇所を検出し､ナイフ

形石器､角錐状石器､掻器､剥片､砕片､石核､高左

右､台石等の遺物が出土した｡

縄文時代早期においては､土坑151基を検出し､

石金族､ナイフ形石器､剥片､砕片､石核､片面楳器

等が出土した｡

調査は9月9日より開始した｡調査地は以前芝の

育成地として利用されていた土地であり､3日間の

除草作業の後､重機による調査区北側 (約1,900m2)

の表土除去作業に入った｡重機作業は､途中アカホ

ヤ層上面の精査および遺構 ･遺物の有無の確認を挟

んで計 6日間重機を稼働しⅤ層上部までを除去した｡

その後､手掘りによるⅤ層の調査を13日間実施し約

80%掘削調査の結果､4基の土坑を検出し､13点の

遺物が出土した｡次に､手掘りによる下層のⅥa層

の調査を3日間実施し約20%掘削調査の結果､7点

の遺物が出土した｡Ⅵa層の残りの部分については､

2日間を要して重機で除去した上で精査し､第 1回

目の空中写真撮影をⅥb層上面で実施した｡あわせ

て地形測量も実施した｡Ⅵb層上面では不定形なも

のを含めて多くの土坑と思われる痕が検出されたた

めに､約20日間を要して遺構掘削と実測を行った｡

その結果､49基の土坑を検出した｡並行して行った

Ⅵb､Ⅵ C層調査では約30%掘削調査の結果､石器

ブロック1箇所を検出し､約50点の遺物が出土した｡

その後､2日間を要して残ったⅥ層を重機で除去し

た後に下層のⅦ層の調査に入った｡Ⅶ層は､約10日
間を要した約50%掘削の結果､篠群5基と石器ブロ

ック4箇所を検出し､約500点の遺物が出土した｡

次に､下層のⅧa層を約 7日間を要して約35%掘削

調査し､石器ブロック1箇所を検出し､約80点の遺

物が出土した｡下層のⅧb層については無遺物層で

あるので重機で3日間を要して除去した｡Ⅷb層よ

りも下層については約25%掘削調査を行い､ⅩⅡ層

より磯群を1基検出し､遺物については､Ⅸ層より

2点､Ⅹ層より1点､ⅩⅠ層より1点のみが出土し

た｡Ⅸ～ⅩⅡ層の調査には約10日間を要した｡

調査区北側の調査はこれで終了し､その後3日間

で埋め戻しを完了した｡

続いて調査区南側の調査に入るために4日間を要

して約3,000m2の表土を重機で除去 した｡アカホヤ

層の残存がほとんど認められなかったため､表土除

去後はⅤ層の調査から入った｡Ⅴ層の調査では､約

25%掘削調査の結果､8点の遺物が出土した｡下層

のⅥa層についても約25%掘削調査を行った結果､

遺物が3点のみ出土した｡次に､残ったV､Ⅵa層

を重機で除去した上で精査し第2回目の空中写真撮

影をⅥb層上面で実施した｡あわせて地形測量も行

った｡Ⅵb層上面では､調査区北側と同様に不定形

なものを含めて土坑と思われる痕が西側を中心に多

数検出されたために､約15日間を要して遺構掘削と

実測を行った｡その結果､98基の土坑を検出した｡

平成15年3月24日には､東九州自動車道関連遺跡

発掘調査指導が行われ､本田道輝委員 (鹿児島大学)

と小畑弘己委員 (熊本大学)により土坑の形成過程

および用途等について協議がなされた｡

並行して行ったⅥb,ⅥC層調査では､約50%掘

削調査の結果､石器ブロック2箇所を検出し､約

100点の遺物が出土 した｡その後､2日間を要して
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残ったⅥ層を重機で除去した後に下層のⅦ層の調査

に入った｡Ⅶ層は､約30日間を要した約90%掘削の

結果､楳群8基と石器ブロック7箇所を検出し､約

560点の遺物が出土した｡次に､下層のⅧa層を約

18日間を要して約70%掘削調査し､楳群9基と石器

ブロック2箇所を検出し､約330点の遺物が出土し

た｡なお､Ⅶ【a層における楳群および石器ブロック

の検出状況が当時の生活環境を考察する上での貴重

な資料であると判断し､平成15年6月2日に本遺跡

においてセンター調査第一課職員を対象に現場研修

を実施した｡Ⅷa層よりも下層については､5mX

5mの先行 トレンチを6箇所設定し掘削調査した結

果､遺構 ･遺物が認められなかったため他の部分に

ついて調査は必要ないものと判断した｡

調査区南側の調査はこれで終了し､その後4日間

で埋め戻しを完了した｡

(トレンチ掘削調査の実際)

工 --掘削部分 ■ --撹乱部分

G H I J K L M N 0 P
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後期旧石器時代 Ⅰ期 (AT下位)

G H P0NMLKJ

後期旧石器時代Ⅱ期 (Ⅷa層)

G H I J K L M N 0 P

後期旧石器時代Ⅲ期 (Ⅶ層)

第5国 文化層別掘削調査範囲 (1)
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縄文時代早期

第6図 文化層別掘削調査範囲 (2)

第2節 基本層序

本遺跡で確認された層序は､概ね次頁の基本土層

図に集約される｡本調査区は南西から北東に緩やか

に傾斜する地形であり場所によって層の厚みは様々

であるが､各層とも傾斜に沿って比較的順序よく地

層が堆積している｡なお､土層断面測定箇所は第 7

図を､土層断面図は第 8図-第11図を参照のこと｡

Ⅰ層 表土 (耕作土)

Ⅱ層 黒色土 【Hue2.5Y2/1】

やや軟らかく､細粒でやや粘性を帯びしまりがな

い｡耕地整理の影響を受け､調査区北側の一部にわ

ずかに残存する｡

Ⅲ層 黄檀色火山灰 (鬼界アカホヤ･K-Ah)

【Hue7.5YR6/8】

約6,300年前に噴出した鬼界カルデラ起源のアカ

ホヤ火山灰堆積層とそれに起因する風化層で､次の

2層に細分される｡

Ⅲa層 土壌化したアカホヤ火山灰の二次的な堆

積によるものと考えられる｡

Ⅲb層 しまりがなくやや硬くざらざらした手触

りがある｡層の上部では黒色土が混じり､

最下部では径4-5mmのパ ミスを含む｡

遺跡北部の一部にのみ残存している｡

Ⅳ層 黒褐色ローム(MBO) 【HuelOYR2/2】

硬くしまっていて粘性が弱く､径 1mm以下の長石

の白色鉱物粒を含む｡

Ⅴ層 暗褐色ローム(MLl) 【Hue7.5YR3/4】

細粒で硬くしまっていて粘性が弱く､層全体に明

暗のまだら模様を呈する｡縄文時代早期最下部の包

含層である｡

Ⅵ層 暗褐色ローム(Kr-Kb)

約15,000年前に噴出した韓Eg岳を起源とする火山

灰を含む層である｡非常に硬くしまりがあり､ざら

ざらしている｡全体に檀色軽石､白色鉱物粒､青色

岩片を含む｡後期旧石器時代の包含層である｡

Ⅵa層 【HuelOYR4/4】

径 1mm程度のパ ミスを極少量含む｡

Ⅵb層 【Hue 7.5YR4/4】

径 2-3mmのパ ミスを多量に含む｡中に

は､青色岩片等を含む塊状ブロックを含

む部分もある｡

ⅥC層 【Hue 7.5YR4/3】

径 1mm程度のパ ミスを少量含む｡

Ⅶ層 暗褐色ローム(MBl) 【HuelOYR3/3】

細粒でやや軟らかく､粘性を帯びている｡後期旧

石器時代の包含層である｡牧内第 1遺跡 (A区～D
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区)において最も石器類の出土が多かった層である｡

ⅦⅠ層 褐色ローム

約24,500年前に噴出した姶良カルデラ起源の姶良

Tn火山灰を含む層である｡

Ⅷa層(ML2) 【HuelOYR5/6】

姶良Tn火山灰の二次的な堆積層で､や

や軟らかくざらざらしている｡土壌化が

進み粘性が強い｡径2-3cmの球状の暗

褐色のしみを多く含む｡後期旧石器時代

の包含層である｡

Ⅷb層(AT) 【HuelOYR6/8】

姶良Tn火山灰の一次堆積層で､硬くし

まりがあり粘性を帯び粗粒軽石を密に含

む｡下部には細粒の白色鉱物粒を多く含

む｡無遺物層である｡

Ⅸ層 暗褐色ローム(MB2) 【Hue7.5YR2/2】

クラックが発達し非常に硬くしまっている｡白色

鉱物粒を多く含み､粘性が少しある｡

Ⅹ層 黒褐色ローム (姶良深港 ･A-Fm)

【Hue7.5YR3/2】

クラックが発達し非常に硬くしまっている｡白色

鉱物粒を含むが､Ⅸ層よりも量は少なめである｡粘

性はⅨ層よりも若干強い｡姶良深港テフラに相当す

る｡

ⅩⅠ層 暗褐色ローム(MB3)【Hue7.5YR4/3】

非常に硬くしまっている｡Ⅸ層､Ⅹ層については

石英､長石､パ ミス等の白斑が比較的多く見られる

が､ⅩⅠ層では少なくなり､赤みを帯びた土色を示

す｡

ⅩII層 褐色ローム(ML3) 【Hue5YR4/4】

やや軟らかく粘性を帯びざらざらしている｡径 1

-2mmの赤褐色スコリア粒と青灰色岩片を多く含み

色合いが明るい｡

ⅩⅢ層 極暗褐色スコリア (霧島アワオコシ･

Kr-Aw) 【HuelOYR5/6】

アワオコシスコリア層とよばれ､非常に硬くざら

ざらしている｡径 2-3mmの赤褐色スコリア粒と青

灰色岩片が密に堆積している｡

ⅩⅣ層 明褐色ローム(ML4)【HuelOYR6/6】

非常に硬くやや粘性を帯びざらざらしている｡全

体に径 1-2mmの赤褐色粒､径5mm程の青灰色岩片､

径5mm以下の檀色軽石を多く含む｡

ⅩⅤ層 赤褐色軽石 (霧島イワオコシ･Kr-Iw)

【Hue5YR5/8】

イワオコシスコリア層とよばれ､非常に硬くざら

ざらしている｡径 1cm程の赤褐色軽石､径 1mm程の

白色鉱物粒を多く含む｡

ⅩⅥ層 明黄褐色ローム 【HuelOYR6/8】

土壌化が進み粘性が強い｡

これより下位については､重機によるトレンチ掘

削では明瞭に確認された場所は無く､A-D区に共

通して土石流によると思われる楳層と砂疎を含んだ

粘土層が繰り返し見られた｡

基本土層図

表土

黒色土

高原スコリア

黒色土

鬼界アカホヤ

黒褐色ローム

暗褐色ローム

桜島薩摩(SZ-S)

褐色ローム

小林軽石ローム(Kr-Kb)

暗褐色ローム(MBl)

暗褐色ローム(ML2)

姑良Tn(AT)

暗褐色ローム(MB2)

姶良深港(A-Fm)

姶良大塚(A-Ot)

暗褐色ローム(MB3)

褐色ローム(ML3)

赤褐色ローム

霧島アワオコシ(Kr-Aw)

明褐色ローム(ML4)

霧島イワオコシ(Kr-Iw)

明褐色ローム
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表土 (耕作土)
黒褐色
鬼界アカホヤ

鬼界アカホヤ下部
黒褐色ローム
暗褐色ローム

小林軽石(Kr-Kb)

小林軽石(Kr-Kb)

小林軽石(Kr-Kb)

暗褐色ローム(MBl)

暗褐色ローム(ML2)

姑良Tn(AT)

暗褐色ローム(MB2)

姶良深港(A-Fm)

暗褐色ローム(MB3)

褐色ローム(ML3)

霧島アワオコシ(Kr-Aw)

明褐色ローム(ML4)

霧島イワオコシ(Kr-Iw)

明黄褐色ローム

【東九州基本土層図】 【牧内第 1遺跡基本土層図】
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890m-

= 92.0m

(深掘りトレンチにおけるXⅥ届下位のJT序)

xl屑 粘性が敬い明電褐色ローム層n径 1cd)～3cmの小襟を含むn
【HuelOYR5/8】

II層 粘性がある武褐色ローム層｡径1cm～5cmの疎を多く含む｡
【HuelOYR5/6】

x日田 粘性が独い弟褐色ローム層.径5cm桂皮の棟を多く含む.
【HuelOYR5/8】

xx屑 粘性が掛 ､-a-褐色ローム屈｡径5(血以上の排を多く含む｡
【HuelOYR5/6】

xxl屑 粘性がある明黄栂色ローム屈｡径 lczn～3cmの小喋を少虫含む｡
【HuelOYR6/6】

x又l層 径lon-3clnの小僕を多く含む亮塩色砂層｡
【HuelOYR7/6】

xxl屑 径1czD-3cn)の小襟を少血合みさらさらした手触りの黄位色砂屈｡
【HuelOYR7/4】

xxAl層 粘性のない径5cm以上の蝶を多く含む明茶褐色砂襟層.
【HuelOYR6/8】

.yxvJFI 径1cm末流Xiの小磯を含みさらさらした手触りの黄軽色砂fFl｡
【HuelOYR7/6】
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第3節 遺構 ･石材の基本的な考え方

【遺構】

磯群

本遺跡の疎群については､周囲と比較して疎の検

出にまとまりが見られること､石材､赤化度等の属

性から総合的に判断して疎群と認定した｡楳群の構

成棟数や範囲については特に規定を設けることはな

く､発掘調査時の検出状況をもとに判断した｡

各文化層における磯群の詳細については後述する

が､後期旧石器時代Ⅱ期の礁群については､構成磯

のまとまりが明確であり､それぞれの疎群が単独に

近い形で検出された｡これに対して､後期旧石器時

代Ⅲ期の楳群については､疎の分布が散漫な部分も

あり判断に苦慮したが､前述したポイントをもとに

傑群としてのくくりを付けていった｡また､疎だけ

でなく､礁とともに出土した遺物の出土状況等も考

え合わせた上で判断していった｡

結果として､後期旧石器時代Ⅱ期の疎群を9基､

後期旧石器時代Ⅲ期の楳群を13基､後期旧石器時代

Ⅰ期の楳群を1基認定するに至った｡

なお､疎については､長さ､幅等が1cm未満の小

磯については取り上げず､それ以外の疎を礁群の構

成楳および散楳 (撰群以外の楳)として取り上げた｡

取り上げた疎は､整理作業の段階で属性を調べデー

タを収集していった｡調べた属性は以下の通りであ

る｡

･長さ･幅 ･厚さ･重量 ･赤化度 (非､弱､中､強)

･完形度 (100%､～90%､90%～40%､40%未満)

･付着物の有無

石器ブロック

本来ならば､ブロックの認定については明確な規

定が必要であるのかもしれないが､楳群の認定と同

様に発掘調査時の出土状況から総合的に判断してい

った｡ここでは､各石器ブロックのくくりを付ける

際の判断の目安について何点か述べるにとどめたい｡

まず､出土した層位が一致しており石器の集中が

見られることである｡集中度 (具合)の判断につい

ては､周囲の遺物の出土状況と比較して検討した｡

ブロックの範囲については､長径10-15m程度まで

をめどに判断していった｡

これら概観した状況と合わせ､ブロック内同士で

の接合関係､同一石材の有無､石器製作に使用した

と考えられる道具 (敵石､台石等)や石核の有無等

から検討を重ねた上でブロックと認定していった｡

後の報告で詳細は述べるが､遺物の出土状況は必

ずしも各層に応じて一定しているとは言い難く､各

層間で遺物の上下もあり判断が難しい｡そのためや

や懇意的な判断もあるかもしれないが､その判断を

裏付ける根拠を報告の中で示していきたい｡

【石材】

石材の分類については､肉眼観察､手触り等に加

え､識別しにくいものについては双眼実体顕微鏡を

使用した｡

本遺跡出土の遺物を上記の方法で分類した結果は

以下に示す通りであり､全体の出土状況から判断し

て必要最低限の分類にとどめた｡なお､流紋岩につ

いては各文化層において出土量が一番多く本遺跡で

特徴的な部分でもあるため､できるだけ詳しく分類

を行うこととした｡

第 1表 石材分類表
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第4節 遺構と遺物

1 後期旧石器時代 Ⅰ期 (AT下位)

後期旧石器時代 Ⅰ期は､Ⅸ～ⅩⅡ層 ･姶良Tn火

山灰降灰以前の時期と考える｡

遺構としては､疎群 1基を検出し､遺物としては､

磨石､敵石､剥片､砕片が各 1点ずっ出土した｡

(1)遺 構

篠群は､遺跡北端に位置し､ⅩⅡ層下部で1基検

出された｡

一一 ･一r J ゝ ･

亀 C3

906m

900m-

sI6剰 ヒ座 SI6完形産

SI6 (第10図)

調査区北端の標高約89.8mのMllグリッドの西

側壁付近で検出した疎群で､長径約2.2m､短径約2

mの範囲で掘り込みはなく､砂岩6個がほぼ平坦に

散在している｡構成棟は平均長6cm程度の砂岩製破

砕喋が主であり､2個のみ弱い赤化が見られ密度は

疎な篠群である｡炭化物は検出されず､遺物も出土

していない｡接合は見られなかった｡

D

0

第2表 S16属性一覧

検出面 S16Xtl屑 下 書S
検出グリッド Mll
長 径 (cm) 219
短 1室 (crT1) 204
1屈込の有無 顔
僻のI拝成密度 疎
砂岩棟数 (%) 6(100)

600く100>

o(0)

0く0>

0(0)

重量(g)く%> 0く0>
0(0)

重畳(JE)く%> 0く0>
貢岩襟軟 く%) 0(0)

重畳(g)<%> 0<0>
蝶数合計 6

600

平均点 (cTTl) 6.3

平均幅 (crn) 4.1

平均厚 (cm) 3.1
100.0

4(67)

弱 棟数(%) 2(33)
中 t嫌数(%) 0(0)
強 棟数(帆) 0く0)

1(17)
0く0)

A 横弓改(%) 0(0)

B #&(0̂) 2(33)

C #&(%) 4(67)

炭化物の有無 無

蘇

0 1:20 1m

900m

ⅩⅠ
△凸 O - 898m

X皿

第12図 Sl6実測図および属性別グラフ
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(2)遺 物

出土 した遺物は､全て石器であり､それらの総数

は4点である (第 3表)｡その内訳は､砂岩製磨右

1点 (1)､下端部に敵打痕が残る砂岩製敵石 1点

(2)､頁岩製剥片 1点､黒曜石製砕片 1点である｡

これらの石器の分布は､出土数が極めて少なく､北

部の一部に限られている｡また､黒曜石製砕片は他

に出土がなく､上層からクラック部分を通 して入り

込んだ遺物の可能性が高い｡

-97,170

-97,180

･97,190

･97,200

-97,210

-97,220

-97,230

-97.240

-97,250

-97,260

-97,270

-97.28D

(3)小 結

遺物はⅨ層から2点､Ⅹ層から1点､ⅩⅠ層から

1点の出土であり極めて点数が少ない｡また､ⅩⅡ

層では1基の礁群を検出したが､棟数が少なく赤化

疎2点の赤化の度合いも極めて弱く被熱 していると

は判断し難い状況である｡また､遺物の出土もなか

った｡

4 1管

l /i ● 2

/ I /

/

/ i～ /

● 庭石+ 毒支石●剥片 !】卜_iI‡

3:4.･00 20l I □ 横 (S Il6)…
43,97043,98043,99044,BOO44,01044,02044,03044,04044,05044,06044.070

9159109D.5900
895

●●

43,97043,980 43.990 44.00044,010 44,02O 44,03044,040 44.050 44,06044,070

第13図 後期旧石器時代Ⅰ期遺物･磯分布図 (S-3/4.000)

2(砂)

0 1:2 5cm

第14図 後期旧石器時代Ⅰ期出土遺物実測図 (S-1/2)
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2 後期旧石器時代Ⅱ期

後期旧石器時代Ⅱ期の文化層は､姶良Tn火山灰

降灰以降､二次堆積を含む暗褐色ローム層 (Ⅷa層)

ととらえて報告を行う｡東九州自動車道 (都農～西

都間)建設に伴う調査においては ｢ML2｣に相当

する｡

ここでは､検出した9基の楳群と3箇所の石器ブ

ロックおよび出土遺物を中心に報告を行う｡

(1)遺構と遺物

磯群

傑群SI15-SI22は､調査区南西部の標高約

92.9m～93.3mにあり､北西から南東にかけて緩や

かに傾斜する地形に沿ってほぼ直線上に並ぶように

して検出された｡

一方､調査区南東部では掻器6点を伴ったSI23

が単独で検出された｡

以下､検出した遺構についての詳細を記述してい

くが､各棟群についての概要は第4表を参照してほ

しい｡

SI15(第 16図)

調査区南西部の標高約92.9m～93.0mの地点､南

東に緩やかに下る斜面のH18グリッド南東部で検出

した楳群で､長径約0.54m､短径約0.48mの範囲に

10cm程度の掘り込みを伴う密な二段組み構造になっ

ている｡構成棟は砂岩54個で平均長9cm程度の破砕

棟が主であるが､二段組みの下段を構成する疎は平

均長が10cmを超える大型の疎が多い｡中には､完形

に近く扇平で重量が350gの疎や､長さ13.2cm､幅8.

9cm､厚さ4.4cm､重量585gの疎も検出された｡また､

2個を除いて他の疎全てに赤化が見られる｡炭化物

は検出されていないが､24%の疎に黒色付着物が確

認された｡接合は､同じSI15同士で13点 (砂岩)､

散疎との接合が3点 (砂岩､接合礁問距離0.9m～

12m)であった｡散磯との接合では､約12m離れた

地点の疎との接合も確認された｡遺物は出土してい

ない｡

SI16(第17図)

調査区南西部の標高約93.0mの地点､南東に経や

かに下る斜面のH18グリッド中央部で検出した疎群

で､長径約0.51m､短径約0.47mの範囲に5cm程度

の掘り込みを伴う密な二段組み構造になっている｡

構成磯は砂岩31個､平均長10.7cmで破砕疎が主であ

るが､長さが10cmを超える大型の疎が多い｡下段の

疎は平均長10.5cm､幅7.2cm､厚さ2.9cm､重量235g

で扇平な疎が多く掘り込みに沿って密に組まれてい

た｡上段の喋は下段の喋に比べて小さめの喋が多い

が､中には､長さ26cm､幅10.5cm､厚さ7cm､重量

1,860gの完形の大型磯が1点検出された｡また､

全ての疎に赤化が見られた｡炭化物は検出されてい

ないが､39%の疎に黒色付着物が確認された｡接合

は､同じSI16同士で3点 (砂岩)確認された｡遺

物は出土していない｡

SI17(第18図)

調査区南西部の標高約92.9m～93,0mの地点､南

東に緩やかに下る斜面のH18グリッド検出のSI16

北東側で検出した疎群で､長径約0.41m､短径約

0.29mの範囲に5cm程度の掘り込みをもっと思われ

る密な二段組み構造になっている｡構成礎は砂岩9

個､ホルンフェルス2個で平均長9.4cmの破砕疎が

主である｡二段組みの下段を構成する棟を中心に検

出し､上段を構成していたと思われる疎は何らかの

影響を受けて動いたのではないかと考える｡検出し

た疎は全てに赤化が見られる｡炭化物は検出されて

いないが､55%の棟に黒色付着物が確認された｡接

合は､同じSI17同士で2点 (砂岩)確認された｡

また､傑群内で頁岩製の石核が1点 (第35図38)出

土した｡他に遺物は出土していない｡

SI18(第19図)

調査区南西部の標高約93.0m～93.1mの地点､南

東に緩やかに下る斜面のH18グリッド北部で検出し

た疎群で､長径約0.33m､短径約0.28mの範囲に10

cm程度の掘り込みをもっと思われる密な二段組み構

造になっている｡構成疎は砂岩24個､ホルンフェル

ス1個､平均長7.2cmの破砕疎が主であり､全体的

に見ると､25個のうち長さが10cm以上の磯が4個､

重量が100gを超える疎は13個であった｡二段組み
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の下段を構成する疎を中心に検出し､上段を構成し

ていたと思われる疎は何らかの影響を受けて動いた

のではないかと考える｡接合関係を見ると､同じS

I18同士では3点 (砂岩)であったが､散疎との接

合が6点 (砂岩､接合探聞距離0.4-8.2m)確認さ

れた｡散疎との接合では約6-8m離れた地点の疎と

の接合も確認されている｡また､西側そばで検出し

たSI19や北側で検出したSI21､SI22の喋との

接合も4点 (砂岩)確認された｡検出した篠は全て

に赤化が見られる｡炭化物は検出されていないが､

16%の疎に黒色付着物が確認された｡遺物は出土し

ていない｡

SI19(第20図)

調査区南西部の標高約93.0m～93.1mの地点､南

東に緩やかに下る斜面のH18グリッド検出のSI18

の西隣で検出した傑群で､長径約0,52m､短径約

0.48mの範囲に7-8cm程度の掘り込みを伴う密な二

段組み構造になっている｡構成疎は砂岩48個､ホル

ンフェルス4個､平均長8.6cmの破砕疎が主で掘り

込みに沿う密な組み方となっている｡二段組みを構

成する疎のうち､上段の磯は平均長7.8cm､幅5.9cm､

厚さ3.2cm､重量128g､下段の標は平均長9.1cm､

幅6.6cm､厚さ3.7cm､重量217gであり､下段に組ま

れた疎は上段の疎に比べて若干大きめの疎が使用さ

れていることが分かる｡また､ 1個を除いて他の楳

全てに赤化が見られる｡炭化物は検出されていない

が､13%の疎に黒色付着物が確認された｡接合は､

同じSI19同士で9点 (砂岩)､散疎との接合が5

点 (砂岩 4点､ホルンフェルス1点､接合楳間距離

0.2-0.9m)確認された｡遺物は出土していない｡

SI20(第21図)

調査区南西部の標高約93.1mの地点､南東に緩や

かに下る斜面のH17グリッド南部で検出した疎群で､

長径約0.44m､短径約0.38mの範囲に5cm程度の掘

り込みをもっと思われる密な二段組み構造になって

いる｡構成磯は砂岩35個､平均長7.4cmの破砕疎が

主であるが､二段組みの下段を構成する疎を中心に

検出していると思われ､中には長さが10cm以上の疎

が6個､重量が100gを超える疎が14個確認されて

いる｡なお､上段を構成していたと思われる疎は何

らかの影響を受けて動いたのではないかと考える｡

接合関係を見ると､同じSI20同士では2点 (砂岩)

であったが､散疎との接合が7点 (砂岩､接合楳間

距離0.12-4.5m)確認された｡散棟との接合では

約3.5-4.5m離れた地点の喋との接合が3点確認さ

れている｡また､散篠との接合の中には､北側で検

出したSI21の疎との接合も1点含まれている｡検

出した疎は全てに赤化が見られ赤化度が強い疎が多

い｡炭化物は検出されていないが､26%の疎に黒色

付着物が確認された｡遺物は出土していない｡

SI21(第22図)

調査区南西部の標高約93.2m～93.3mの地点､南

東に緩やかに下る斜面のH17グリッド西部で検出し

た疎群で､長径約0.58m､短径約0.40mの範囲に

7-8cm程度の掘り込みをもっと思われる密な二段組

み構造になっている｡構成疎は砂岩21個､平均長

9.8cm､重量200g程度の扇平な破砕礎が多い｡二段

組みの下段を構成する疎を中心に検出していると思

われ､上段を構成していたと思われる棟は少なく､

何らかの影響を受けて動いたのではないかと考える｡

接合関係を見ると､同じSI21同士で1点 (砂岩)､

散疎との接合が1点 (砂岩､接合疎間距離1.2-1.6

m)確認された｡検出した棟は全てに赤化が見られ

る｡炭化物は検出されていないが､52%の疎に黒色

付着物が確認された｡遺物は出土していない｡

SI22(第23図)

調査区南西部の標高約93.2m～93.3mの地点､南

東に緩やかに下る斜面のH17グリッド検出のSI21

北東側で検出した傑群で､長径約0.33m､短径約0.

23mの範囲に5cm程度の掘り込みをもっと思われる

密な二段組み構造になっている｡構成疎は砂岩22個

で､そのうち､二段組みの下段の構成棟と思われる

長さ10cm以上､重量200g以上の扇平な疎を5個検

出した｡これら以外は平均長5cm､重量50g程度の

小さめの疎であり､上段を構成していた疎が多いも
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のと考えられる｡SI22は､何らかの影響を受けて

楳群の原形については不明確な状況である｡接合関

係を見ると､同じSI22同士で2点 (砂岩)､散疎

との接合が2点 (砂岩､接合疎問距離0.4-6.0m)

確認された｡検出した疎は全てに赤化が見られる｡

炭化物は検出されていないが､14%の疎に黒色付着

物が確認された｡遺物は出土していない｡

SI23(第24図)

調査区南東部の標高91.9m～92.0mの地点､南東

に緩やかに下る斜面のK19グリッド南部で検出した

楳群で､長径約1.6m､短径約1.0mの範囲に掘り込

みを伴わないほぼ平坦な地形に位置する｡構成疎は､

砂岩14個､ホルンフェルス8個で平均長約10cm､幅

約7cm､厚さ約4cm､重量約410gの大きめの破砕疎

中心の礁群であるが､完形磯も3点検出している｡

検出した疎の91%が赤化疎である｡炭化物は検出さ

れていないが､27%の疎に黒色付着物が確認された｡

接合は､同じSI23同士で小疎を中心に4点 (砂岩

3点､ホルンフェルス1点)を確認した｡遺物につ

いては､篠群に伴って6点の掻器 (第31･32図29-

31､33､34､36)が出土したことが特筆される｡S

I23の構成疎の形状等から出土遺物との関連性が考

えられる｡
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第 5表 S115属性一覧

Sl15

上段 ≒ 下段

砂岩棟数 (帆) 37日00): 17(loo)

5.047く100〉

qO) ∝0)

重量(g)く%〉 0く0〉 0く0>

∝0) ∝0)

重量(g)く%〉 0く0〉 0〈0〉

0(0) 0(0)

重量(g)く%〉 0く0〉 0く0〉

頁岩棟数 (%) 0(0) 0(0)
0<0〉 0く0〉

襟敷合計 3 17

総重量(ど) 6.427 5.047

平均長 (cm) 8.6 10.1

平均幅 (cm) 5.6 7.6

平均圧 (cm) 3.8 3.1

平均重量 (蛋) 173_7 296.9

2(6) qO)

羽 棟数(鶴) 9(24 1(6)

中 棟数(%) 26(70 16(94)

# #&(%) O(0 α0)

8(22 5(29)

∝0 ∝0)

A 樺数(鶴) 1(3 1(8)

B 棟数(鶴) 3(8 4(23)

C 棟数(鶴) 33(89 12(71)

第 6表 S116属性一覧

SⅠ16

上段 喜 下段

砂岩棟数 (鶴) 6(100); 25(loo)

重量(g)く%〉

∝0) 0(0)

重量(i)く%〉 0く0〉 0く0>

0(O) OLOI

重量(ど)く%〉 0く0〉 0く0>
∝0) ∝0)

0く0> 0く0>

頁岩棟数 (帆) OiOJ ∝0)

重畳(めく%> 0(0〉 0く0〉

嘩敢合計 6 25

総重量(g) 2.769 5.911

平均長 (cm) ll.5 10.5

平均幅 (En) 6.9 7_2

平均厚 (cm) 3.5 2一g

平均重量 (e) 461.5 236.4

0(0) o(O)

弱 嘩数(%) 2(33) 3(12)

中 棟数(帆) 4(67) 22(88)
強 襟致(帆) 0(0) α0)

3(50)9(36)
1(り)2(a)

A ##(%) 0(0) 2(8)

D 棟数(%) 2(33) 0(O)

C 襟致(鶴) 3(50) 21(84)
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SJ17赤化度 SI17完形度

sI18赤化度 SI18完形度

第 7表 S119属性一覧
SⅠ19

上段 下段

砂岩棟数 (%) 24(89) 24(96)

重量(g)く%〉 3.247く94〉5.408く99>

3(ll) 1く4)

重畳(ど)く%〉 2ー7く6〉 14く1〉

0(0) ∝0)
重量(i)く%〉 0く0〉 DくD〉

∝0) ∝0)

重量(i)く%〉 0く0〉 0く0〉

頁岩棟数 (鶴) 0く0) ∝0)

0く0〉 0く0〉

棟数合計 27 25

総重量(i) 3.464 5.422

平均長 (cm) 7.8 9.1

5.9 6.6

平均厘 (cm) 3.2 3.7

128.3 216.9

∝0) ー(4)

明 確敷く%) 9(33) 3(12)

* #&(%) 18(67 19(76)

強 硬敷く%) 0(0 2(8)

3(ll 2(8)

∝0 0(0)

A 棟数(帆) t(4 1(4)

B 群数(鶴) ∝0 0(0)

C 聡数(鶴) 26(96 24(96)
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石器ブロック (第27図)

出土した遺物は､全て石器であり､それらの総数

は396点である (第8表)｡その内訳は､ナイフ形石

器14点､角錐状石器5点､掻器8点､蔽石9点､台

石2点､石核5点､二次加工剥片1点､剥片119点､

砕片233点であり､このうちナイフ形石器等典型的

な器種の石器は38点で全体の約10%となる｡

これらの遺物のほとんどが､3箇所の石器ブロッ

クからの出土遺物 (344点)である｡以下､それぞ

れの石器ブロックの遺物出土状況について述べるこ

とにする｡なお､各石器ブロックの構成石材は第9

表を参照してほしい｡
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㍉

二

(流ⅣB)

石器ブロック(彰 (第25図)

調査区北部K11､12グリッドを中心とした長径約

16m､短径約12mの範囲内に81点が集中する｡内訳

は､ナイフ形石器1点､角錐状石器4点､石核1点､

剥片43点､砕片32点である｡出土した石器の最大長

の平均は2.3cm､重量の平均が3.2gである｡接合状

況を見ると､同じブロック内で1点の接合が確認さ

れた｡黒曜石製遺物が多い (40%)｡

【角錐状石器】 (第26図3)

4点のうち1点を図化した｡3は流紋岩ⅣB製で

外形は概ね左右対称であり両側縁の調整の仕方もほ

ぼ同様である｡

/K ★●●L+ 1
★ ナイフ形石器▼ 角稚状石器■ 石核● 利片- 砕片

●-～■●.千.''.● - - ●3▼●● ■●

●～̀ .●●●●■ ■■■●● 〟一 一~●●●●●●● 1

44,010 44,015 44,020 44.025 44,0303 ≡ ≡ ≡ ご ≡
の の の の くn dl

2:3 5cm 91.6

第26図石器ブEjック(お出土遺物
実測図(S=2/3)

44.010

0 1:250 5m
LH H ･ ｣

44.015 44,020 44,025 44,030

第25図 石器ブロック(丑遺物分布図
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第27図 後期旧石器時代Ⅱ期遺物および石器ブロック分布図
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石器ブロック② (第28図)

調査区南西部117グリッドを中心とした長径約5

m､短径約3mの範囲内に63点が集中する｡内訳は､

敵石1点､剥片8点､砕片54点である｡出土した石

器の最大長の平均は1.4cm､重量の平均が0.9gであ

0 2:3 5cm

る｡接合は確認されなかった｡流紋岩製遺物が多く

出土している (89%)｡

【蔽右】 (第29図4)

4は長さ6.6cmの砂岩製でへら状の小さめの敵石

である｡両端部にわずかに敵打痕が残る｡

43,990 43,995 44,000;･C;i

43,995 44.000

om
N
-ト6
･

第29図 石器ブロック②出土遺物実測図(S=2/3)

石器ブロック③ (第30図)

調査区南西部の石器ブロック②の東に接しJ17グ

リッドを中心とした長径約9m､短径約4mの範囲

内に200点が集中する｡内訳は､ナイフ形石器12点､

敵石6点､石核2点､二次加工剥片 1点､剥片43点､

砕片136点である｡出土した石器の最大長の平均は

1.8cm､重量の平均が2.8gである｡接合状況を見る

と､同じブロック内で1点の接合が確認された｡ま

た､上層であるⅦ層出土遺物との接合が2点確認さ

れた｡ブロック周辺では､南側部分で1点の接合が

確認された｡上層との接合が見られる点については､

上層石器ブロック分布との重なりや地形変化等の諸

条件が影響しているものと考えられる｡この異層の

遺物同士の接合は他のブロック及びブロック外の接

合でも確認されている｡流紋岩製 (56%)･頁岩製

(41%)の遺物が多く出土している｡

第28図 石器ブロック②遺物分布図

【ナイフ形石器】 (第31･32図5-15)

12点のうち11点を図化した｡5- 9は頁岩製､10､

11は流紋岩ⅡB製､12は流紋岩ⅢC製で両側縁に調

整加工を施し刃部を斜めに作出するとともに､刃都

側の基部に扶入状の刃潰し加工が施されている｡狸

谷型とされるものである｡13は貢岩製､14は流紋岩

ⅡB製の縦長剥片を素材とし､その-側縁に調整加

工が施され基部調整がないものである｡15は頁岩製

で左側縁に大まかな調整が施されている｡

【蔽石】 (第32図16､17)

16は棒状の砂岩製で､表面および背面の下端部に

高長打痕とともに高村丁に伴う割れが見られる｡上部が

欠損する高支石である｡17は扇平な楕円形状の砂岩製

で､下端部にわずかに敵打痕が見られる｡上部が欠

損する敵石である｡

-28-



【接合資料】 (第32･33図 接合資料1-3)

接合資料 1は砂岩製蔽石2点 (18,19)と剥片 1

点 (20)の計3点が接合する｡接合資料 1の下端部

および上端部には敵打痕とともに割れが見られ､特

に上端部から左側縁の一部にかけて欠損が見られる｡

接合資料2は頁岩製石核 1点 (21)と剥片 1点 (22)

の計2点が接合する｡22は楳面除去等による剥片で

ある｡接合資料3は頁岩製石核 1点 (23)と剥片3

点 (24-26)が接合し､それぞれに表皮が残る資料

である｡剥離は打面を転移させながら24-25-26と

進められ23が残核となった｡

43,995 44,000 44,005 44,0103 3 岩
くれ の 07

43.995 44,000

第30図 石器ブロック③遺物分布図
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第31図 石器ブロック③出土遺物実測図 (1)(S-2/3)
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18+19+20
(接合資料 1･砂)

21+22
(接合資料2･頁)

0 1:2 5cm

0 2:3 5cm

第32図 石器ブロック③出土遺物実測図 (2) ll-20(S-2/3) 21.22(S-1/2)
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23+24+25+26
(接合資料3･貢)

く:=⊃26
25くフ

第33図 石器ブロック③出土遺物実測図 (3)(S-2/3)

次に､石器ブロック外から出土した遺物について

述べることにする｡

出土遺物数は52点でその内訳は､ナイフ形石器 1

点､角錐状石器 1点､掻器8点 (SI23に伴う6点

を含む)､蔽右2点､台石2点､右核2点､剥片25

点､砕片11点であり､このうちナイフ形石器等典型

的な器種の石器は14点で全体の27%となる｡また､

石材の内訳は､第9表の通りである｡

【ナイフ形石器】 (第34図27)

27は頁岩製で両側縁に調整加工を施し刃部を斜め

に作出している｡先端部は何らかの力が加わって折

れたものと思われ欠損している｡

【角錐状石器】 (第34図28)

28は風化の激しい頁岩源ホルンフェルス製で外形

は概ね左右対称であるが､右側縁に比べて左側縁に

多くの調整加工が施されている｡

【掻器】 (第34･35図29-36)

29-34は頁岩製の掻器である｡29-31は円形､長

円形の器体のはば全周にわたって背面側からのみ調

整加工を施し刃部を作出しているラウンドスクレイ

てこ==ゝ 24

0 2:3 5cmトーー｢-一一一

パーである｡特に､29には微細な調整加工が施され

ている｡30､31は下端部の礁面の一部を刃部として

使用している｡32-34は下端部に刃部をもつエンド

スクレイパーである｡32は下端部の調整に加え､両

側縁の一部に微細な調整加工が施されている｡33に

は下端部の一部と左側縁に楳面が使用されている｡

34は下端部に楳面を使用することにより約40度の角

度をもつ刃部を生み出している｡35､36は頁岩源ホ

ルンフェルス製のエンドスクレイパーである｡35は

下端部に加え両側縁の一部に調整加工が施されてい

る｡36は下端部の剥離面をそのまま刃部として利用

している｡左側縁の一部には背面側からの微細な調

整加工が見られる｡なお､29-31､33､34､36の6

点の掻器はSI23に伴って出土した遺物である｡

【石核】 (第35図37､38)

37､38は頁岩製で打面を頻繁に転移しながら剥離

作業を行っている｡38は拳大はどの大きめの石核で

ある｡
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第34図 後期旧石器時代Ⅱ期石器ブロック外出土遺物実測図 (1)(S-2/3)
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(2)石材と遺物 なお､遺物の詳細については前述の通りである｡

次に､出土遺物を構成石材の観点から見てみるこ 石材の内訳は第10､11表に示す｡

とにする｡
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頁岩製造物分布図
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第37図 後期旧石器時代Ⅱ期石材別遺物分布図 (2)(S-1/1.500)
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黒曜石製造物分布図
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第38図 後期旧石器時代Ⅱ期石材別遺物分布図(3)(S-1凡500)

(頁岩)

出土遺物全体 (396点)の中で31%を占め､石器

ブロック③から多く出土している｡石核 4点と多く

の剥片類が出土しているが､器長3cm程度のナイフ

形石器 8点や縦長剥片を素材とした器長5cm～7cm

程度の掻器 6点も出土している｡接合は石核と剥片

の接合2点であった｡

(流紋岩)

出土遺物全体 (396点)の中で50%を占め､石器

ブロック(丑～③全てから数多く出土している｡全体

で流紋岩 IB～VCの石材が確認された｡この中で

流紋岩ⅡB製のナイフ形石器が4点出土している点

や流紋岩ⅡC製の砕片が3箇所の石器ブロックを中

心に数多く出土している点が特筆される｡接合は剥

片同士の接合 1点であった｡

(ホルンフェルス)

石器ブロック(丑で多く出土している｡角錐状石器

が5点出土しているが､そのうち4点が貢岩源ホル

ンフェルス製である｡接合は見られなかった｡

(砂岩)

石器製作に使用されたものと思われる敵石 9点全

てが砂岩製である｡接合は敵石の折れ面接合 1点で

あった｡

(黒曜石)

石器ブロック①で多く出土している｡石核 1点､

剥片12点､砕片22点の出土があったが､日東産黒曜

石と思われる｡接合は石核と剥片の接合 1点であっ

た｡

(その他)

チャート製剥片等 3点､尾鈴山酸性岩製台石 1点

が出土した｡

磯

次に､調査区から出土した疎について述べるが､

ここでは疎群以外の疎について述べることにする｡

疎群を構成する楳以外は散疎として取り上げてい

る｡散疎の分布を見ると､調査区南西部で検出され

た疎群 (SI15-SI22)の周囲を中心に出土して

いることが分かる｡石材は砂岩 (91%)､ホルンフ

ェルス (7%)であり､これは磯群の構成疎と同じ

傾向にある｡疎は平均長6,3cm､幅4,2cm､厚さ2.5cm､

重量81.9gと､疎群の構成疎と比較すると小さめの

破砕疎が多い｡また､散疎の80%が赤化 しており

(そのうち7%に黒色付着物あり)､それらの中には

礁群の構成上関連の深い礎もあるのではないかと思

われる｡接合関係に目を向けると､散礁同士の接合

が34点あったが､ほとんどが砂岩同士の接合である｡

接合は､2個～5個の接合であり､そのほとんどが

2個の接合である｡中には約15m離れた楳同士の接

合もある｡また､Ⅷa層と上位のⅦ層の疎との接合

が何点かあるが､これは地形の変化等が原因で棟の

レベルにも変化が起こったことによるのではないか

と思われる｡

第12表 後期旧石器時代Ⅱ期散棟統計

Ⅷa層
砂岩棟数 (%) 407(91)
ホルンフェルス榛数(%) 32(7)
尾鈴山酸性岩棟数(%) 0(0)
凝灰角磯岩礁数 (%) 3(1)
頁岩礁数 (%) 3(1)

石婆数 合 計 445
平 均長 (cm) 6.3
平均幅 (cm) 4.2
平均厚 (cm) 2.5
平 均 番 量 (ど) 81.9
赤 化 度 非赤化棟数(%) 88(20)

弱 棟数(%) 216(48)
中 棟数(%) 137(31)
権 藤数(%) 4(1)

付 着 物 .有 石響数(%) 31(7)
完形度 K 僕数(%) 18(4)
A 棟数(%) 7(2)
B 磯数(%) 20(4)
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(3)小 結 器)が出土したが､これらの多くが3つの石器プロ

この層では､9基の楳群を検出したが､このうち ックから出土していること､および出土した石器の

8基については二段組みと思われる構造が見られ同 中の掻器のほとんどが1つの疎群に伴って出土して

じ区域で集中して検出された｡遺物ではナイフ形石 いること等が特筆される｡

器や角錐状石器､掻器等を含む約400点の遺物 (石
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3 後期旧石器時代Ⅲ期

後期旧石器時代Ⅲ期の文化層は､小林軽石降灰以

前､暗褐色ローム層 (Ⅷa層)上の層 (Ⅶ層)とと

らえて報告を行う｡東九州自動車道 (都農～西都問)

建設に伴う調査においては ｢MBl｣に相当する｡

ここでは､検出した13基の楳群と11箇所の石器ブ

ロックおよび出土遺物を中心に報告を行う｡

(1)遺構と遺物

磯群

疎群SIl～SI5は､調査区北部の標高約90.3

m～91.7mにあり､西から東にかけて緩やかに傾斜

する地形に沿って検出された｡また､SI7-SI

14は､南部の標高約91.8m～93.2mにあり､西から

東にかけて緩やかに傾斜する地形に沿って検出され

た｡検出された傑群のうちSI2-4およびSI12

はほぼ同じ等高線上に位置しており､これは地形上

の条件から配置されたとも考えられる｡また､11箇

所の石器ブロックが検出されたが､このうち6箇所

は､疎群が伴うものである｡

以下､検出した遺構についての詳細を記述してい

くが､各棟群についての概要は第14表を参照してほ

しい｡

SI1(第40図)

調査区北東端部の標高約90.3m～90.5mの地点､

東に緩やかに下る斜面の011グリッドの中央部で検

出された｡掘り込みはなく等高線に沿って長径約

1.6m､短径約0.96mの範囲で37個の疎が散在する｡

構成疎は全て砂岩で平均長5.2cm､幅3.8cm､厚さ2.3

cm､重量55gの小さめの破砕疎であり､全体の73%

が弱い赤化を呈する｡炭化物はSIl北西部分で検

出され､30%の疎に黒色付着物が確認された｡接合

は､同じSIl同士12個が接合した1点 (砂岩)､

SIl同士23個と散磯6個が接合した1点 (砂岩､

接合楳間距離1.0m～5.3m)であった｡遺物は出土

していない｡

SI2(第42図)

調査区北部の標高約91.5m～91.6mの地点､東に

緩やかに下る斜面のL12グリッド西部で検出された｡

掘り込みはなく等高線に沿って南北に長径約3.9m､

東西に短径約2.2mの範囲で25個の疎が散在する｡

構成疎は砂岩 8個､ホルンフェルス14個､尾鈴山酸

性岩 3個､平均長4.2cm､幅3.4cm､厚さ2.1cm､重量

32gの小さめの破砕疎であり､全体の80%が弱～中

の赤化を呈する｡炭化物はSI2北部分で検出され､

1個の疎に黒色付着物が確認された｡接合は､同じ

SI2同士で 1点 (砂岩)､散喋との接合が 6点

(砂岩3点､ホルンフェルス3点､接合篠問距離0.1

m～59.0m)確認された｡なお､散疎との接合の中

で､調査区南東部で検出されたSI12の疎との接合

(接合疎問距離46.0m～59.0m)が3点 (砂岩 2点､

ホルンフェルス1点)確認されたことが特筆される｡

2基の楳群間で疎の移動が行われたことが分かる｡

SI12はSI2とほぼ同じ等高線上に並ぶ疎群であ

るので､この点も関係あるものと思われる｡また､

遺物に関しては石器ブロック⑥を伴っており､角錐

状石器や蔽石等が出土している｡(詳細は後述)

SI3(第43図)

調査区北部の標高約91.4m～91.7mの地点､東に

緩やかに下る斜面のKllグリッド東部､SI2北側

で検出された｡掘り込みはなく東西に長径約5.3m､

南北に短径約2.6mの範囲で25個の疎が散在する｡

構成疎は砂岩20個､ホルンフェルス5個､平均長

6.4cm､幅4.4cm､厚さ2.9cm､重量153gの破砕棟が

主であり､全体の64%が中～強の赤化を呈する｡炭

化物はSI3東部分で特に集中して検出されたが､

どの疎にも黒色付着物は確認されなかった｡接合は､

同じSI3同士で3点 (砂岩)､散疎との接合が4

点 (砂岩 3点､ホルンフェルス1点､接合疎間距離

0.16m～4.7m)確認された｡中には､散疎12個と

接合したものもあった｡また､遺物に関しては石器

ブロック④､⑤を伴っており､ナイフ形石器や角錐

状石器等が出土している｡(詳細は後述)

SI4(第44図)

調査区北端部の標高約91.5m～91.6mの地点､東

に緩やかに下る斜面のKIOグリッドの南東部､SI

3の北側で検出された｡掘り込みはなく等高線に沿
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って南北に長径約4.0m､東西に短径約3.8mの範囲

で7個の疎が散在する｡構成疎は砂岩6個､貢岩 1

個で平均長6.9cm､幅5.0cm､厚さ4.2cm､重量255g

の磯で､完形の礁2個､完形に近い礁2個を含む｡

また､全体の56%が中～強の赤化を呈する｡炭化物

はSI4西部分で検出されたが､どの疎にも黒色付

着物は確認されなかった｡接合は､同じSI4同士

で1点 (砂岩)が確認された｡遺物は出土していな

い｡

SI2-4およびSI12はほぼ同じ等高線上に位

置しており､これは地形上の条件から配置されたと

も考えられる｡

SI5(第45図)

調査区北東部の標高約90.9m～91.0mの地点､乗

に緩やかに下る斜面のM12グリッド南東部で検出さ

れた｡掘り込みはなく径約0.8mx0.8mの範囲で6

個の疎が散在する｡構成疎は砂岩3個､ホルンフェ

ルス3個､平均長11.1cm､幅6.2cm､厚さ5.2cm､重

量390gの破砕疎が主であるが､他の楳群に比べて

大きめの疎で構成されている｡また､ほとんどの疎

が赤化しておらず1点のみ弱い赤化を呈する｡炭化

物はSI5そば西側および南側で検出されたが､ど

の疎にも黒色付着物は確認されなかった｡接合は確

認されなかった｡また､遺物も出土していない｡

SI7 (第46図)

調査区南東端部の標高約92.1m～92.2mの地点､

南東に緩やかに下る斜面のK19グリッドの中央部で

検出された｡掘り込みはなく南北に長径約3.5m､

東西に短径約2.6mの範囲で61個の疎が散在する｡

構成疎は砂岩45個､ホルンフェルス12個､尾輪山酸

性岩4個､平均長6.0cm､幅4.1cm､厚さ2.5cm､重量

74gの小さめの破砕磯が主で､全体の94%が赤化を

呈する｡炭化物はSI7そば北部分で検出されたが､

どの疎にも黒色付着物は確認されなかった｡接合は､

同じSI7同士で9点 (砂岩5点､ホルンフェルス

3点､尾輪山酸性岩 1点)､散疎との接合が2点

(砂岩､接合疎問距離3.0-9.3m)確認された｡遺

物は剥片が4点 (頁岩製3点､流紋岩製1点)出土

している｡

SI8(第47図)

調査区中央部付近の標高約92.5m～92.7mの地点､

東に緩やかに下る斜面のJ15グリッドの南西部で検

出された｡掘り込みはなく南北に長径約2.8m､東

西に短径約1.8mの範囲で35個の疎が散在する｡構

成喋は砂岩18個､ホルンフェルス15個､尾鈴山酸性

岩2個､平均長6.1cm､幅4.4cm､厚さ2.7cm､重量94

gの破砕疎が主で､全体の86%が赤化を呈する｡炭

化物はSI8周囲で検出されたが､どの疎にも黒色

付着物は確認されなかった｡接合は､同じSI8同

士で7点 (砂岩 3点､ホルンフェルス4点)､散疎

との接合が 1点 (ホルンフェルス､接合楳間距離

0.6-0.9m)確認された｡また､遺物に関しては石

器ブロック⑨の一部を伴っており､ナイフ形石器や

角錐状石器等が出土している｡(詳細は後述)

SI9(第48図)

調査区南西部の標高約93.0m～93.2mの地点､東

に緩やかに下る斜面の116グリッド西部で検出され

た｡掘り込みはなく東西に長径約3.7m､南北に短

径約2.7mの範囲で47個の棟が散在する｡構成疎は

砂岩44個､ホルンフェルス3個､平均長6.1cm､幅4.

2cm､厚さ2.6cm､重量73gの破砕疎が主であり､全

体の98%が赤化を呈する｡炭化物はSI9内で集中

して検出されたが､どの棟にも黒色付着物は確認さ

れなかった｡接合は､同じSI9同士で8点 (砂岩)､

散疎との接合が6点 (砂岩5点､ホルンフェルス1

点､接合楳間距離0.4-8.8m)確認された｡また､

西隣で検出されたSIllの疎との接合も1点 (砂岩)

確認された (接合疎問距離3.5m)｡また､遺物に関

しては石器ブロック⑧を伴っており､角錐状石器や

敵石等が出土している｡(詳細は後述)

SIlo(第49図)

調査区南西部の標高約93.1m～93.2mの地点､東

に緩やかに下る斜面のH16グリッド東部で検出され

た｡掘り込みはなく径約0.9mX0.9mの範囲で9個

の疎が散在する｡構成疎は砂岩3個､ホルンフェル
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ス5個､尾鈴山酸性岩 1個､平均長9.0cm､幅6.8cm､

厚さ4.7cm､重量893gの破砕疎が主であるが､長さ

21.6cm､幅17.6cm､厚さ11.9cm､重量6600gの尾鈴

山酸性岩製の磯も検出している｡この疎を除いた残

りの疎については弱～中の赤化を呈する｡炭化物は

SIIO内で集中して検出され､1個の疎に黒色付着

物が確認された｡接合は､同じSIIO同士で 1点

(ホルンフェルス)確認された｡また､遺物に関し

ては石器ブロック⑧の一部を伴っており､角錐状石

器等が出土している｡(詳細は後述)

SIll(第50図)

調査区南西部の標高約93.1m～93.2mの地点､東

に緩やかに下る斜面のH16グリッド東部で検出され

た｡掘り込みはなく南北に長径約0.65m､東西に短

径約0.46mの範囲で5個の磯が散在する｡構成疎は

砂岩3個､ホルンフェルス1個､尾鈴山酸性岩 1個

で平均長8.1cm､幅6.6cm､厚さ4.0cm､重量370gの

破砕疎が主であるが､長さ16.6cm､幅15.2cm､厚さ

7.3cm､重量1400gのホルンフェルス製の疎も検出

している｡全ての疎が赤化を呈する｡炭化物はSI

llで集中して検出されたが､どの礎にも黒色付着物

は確認されなかった｡接合は､同じSIll同士で1

点 (砂岩)確認された｡また､遺物に関しては周囲

に石器ブロック⑧を検出している｡(詳細は後述)

SI9-11については､それぞれが近接しており

レベルもはば同じことから石器ブロック⑧を伴う一

つの疎群ととらえることもできよう｡

SI12(第52図)

調査区南東部の標高約91.8m～92.0mの地点､東

に緩やかに下る斜面のL17グリッド西部で検出され

た｡掘り込みはなく南北に長径約4.4m､東西に短

径約2.6mの範囲で106個の疎が散在する｡構成疎は

砂岩78個､ホルンフェルス19個､尾鈴山酸性岩6個､

凝灰角楳岩3個､平均長4.9cm､幅3.4cm､厚さ2.3cm､

重量54gの小 さめの破砕棟が主で､ 全体 の

92%が弱～中の赤化を呈する｡炭化物はSI12北部

分で集中して検出され､1個の疎に黒色付着物が確

認された｡接合は､同じSI12同士で11点 (砂岩8

点､ホルンフェルス3点)､散疎との接合が12点

(砂岩10点､ホルンフェルス1点､凝灰角疎岩 1点､

接合疎問距離0.3-18.8m)確認された｡接合の中

には､13個の散疎と接合した例 (砂岩)もあった｡

また､SI12北西側で検出されたSI14の疎との接

合も1点 (凝灰角楳岩)確認された｡2基の楳群間

で疎の移動が行われたことが分かる｡遺物に関して

は石器ブロック⑪を伴っており､台形石器や石核等

が出土している｡(詳細は後述)

SI13(第51図)

調査区南西部の標高約93.0m～93.1mの地点､東

に緩やかに下る斜面の117グリッド西部で検出され

た｡掘り込みはなく径約1.OmXl.Omの範囲で16個

の疎が散在する｡構成疎は砂岩10個､ホルンフェル

ス3個､尾輪山酸性岩3個､平均長8.4cm､幅6.2cm､

厚さ4.3cm､重量360gの破砕礎が主であるが､中に

は長さ･幅ともに10cm以上で重量も700gを超える

疎も2点 (ホルンフェルス製､尾鈴山酸性岩製各 1

点)検出している｡また､全体の88%が弱～中の赤

化を呈する｡炭化物はSI13そば北側で検出され､

1個の磯に黒色付着物が確認された｡接合は､同じ

SI13同士で3点 (砂岩2点､尾鈴山酸性岩 1点)､

散疎との接合が 1点 (砂岩､接合疎間距離1.6m)

確認された｡遺物は出土していない｡

SI14(第41図)

調査区中央部付近の標高約92.3m～92.4mの地点､

東に緩やかに下る斜面のJ16グリッド東部で検出さ

れた｡掘り込みはなく南北に長径約1.6m､東西に

短径約0.9mの範囲で27個の疎が散在する｡構成疎

は砂岩23個､ホルンフェルス1個､凝灰角疎岩3個

で平均長4.4cm､幅3.2cm､厚さ2.2cm､重量32gの小

さめの破砕疎で､全てが弱～中の赤化を呈する｡炭

化物はSI14そば北側で集中して検出されたが､ど

の疎にも黒色付着物は確認されなかった｡接合は､

同じSI14同士で3点 (砂岩)､散疎との接合が4

点 (砂岩､接合楳問距離1.0-3.1m)確認された｡

遺物に関しては､石器ブロック⑨を伴いナイフ形石

器や角錐状石器等が出土している｡(詳細は後述)
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石器ブロック (第53図)

出土した遺物は､全て石器であり､それらの総数

は1044点である (第15表)｡その内訳は､ナイフ形

石器16点､台形石器 1点､角錐状石器24点､剥片尖

頭器2点､掻器 1点､削器 1点､彫器1点､磨石 1

点､敵石15点､台石11点､使用痕剥片10点､二次加

工剥片 8点､石核19点､剥片647点であり､このう

ちナイフ形石器等典型的な器種の石器は73点で全体

の約7%となる｡また､石器ブロックからの出土は

888点を数える｡

以下､石器ブロックの遺物出土状況について述べ

ることにする｡なお､各石器ブロックの構成石材は

第16表を参照してほしい｡

石器ブロック④ (第54図)

調査区北部Lllグリッドを中心とした長径約11.5

m､短径約9mの範囲内に61点が集中する｡また､

楳群S13に伴う石器ブロックである｡

内訳は､ナイフ形石器5点､角錐状石器2点､石

核3点､剥片38点､砕片13点である｡石器の最大長

の平均は2.9cm､重量の平均が12.4gである｡接合

状況を見ると､同じブロック内で4点､隣接石器ブ

ロック⑥の遺物との接合が1点確認された｡また､

下層であるⅧa層出土遺物との接合が1点確認され

たが､これは下層石器ブロック分布との重なりや地

形変化等の諸条件が影響しているものと考えられる｡

この異層の遺物同士の接合は他のブロック及びブロ

ック外の接合においても確認されている｡ホルンフ

ェルス製(31%)･流紋岩製(26%)･頁岩製(23%)遺物が

多く出土している｡

【ナイフ形石器】(第55･56図39-41､接合資料4)

39､40は流紋岩IB製のナイフ形石器である｡39

には右側縁から上端部にかけて調整加工が施されて

いる｡加えて､基部にも調整加工が見られる｡特に

右側縁から基部にかけて見られる調整は挟りの入る

急角度の調整となっている｡40は右側縁の一部 (塞

部側)と左側縁の一部 (上部)に調整加工が施され

る器長3.3cmの小型のナイフ形石器である｡41は細

粒砂岩製の縦長剥片の上端部に部分的な調整加工が

施される｡頁岩製の42､43は折れ面接合の接合資料

である (接合資料 4)｡両側縁に調整加工が施され

る｡先端が鋭く尖っており､刺突具として使用され

た可能性もあると考えられる｡

【角錐状石器】 (第56図44､45)

44は流紋岩ⅡB製で表面の一面に稜上側からと背

面側から調整加工が施されており､一面の基部側に
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第53図 後期旧石器時代Ⅲ期遺物および石器ブロック分布図
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は平坦剥離が施されている｡45は風化の進んだ頁岩

源ホルンフェルス製で表面の一面には稜上側から､

もう一面には背面側から調整加工が施されている｡

なお､先端部と基部は何らかの力が加わって折れた

ものと思われる｡

【石核】 (第56図46)

46は風化の進んだ頁岩源ホルンフェルス製で拳大

点とナイフ形石器1点､剥片4点の接合である｡剥

離工程として､上面からの剥離で50を剥出した後に

打面を90度転移して51を剥出し､再度打面を戻して

52､53を剥出している｡その結果､54+55が残核と

なった｡56は調整剥片である｡なお､53は右側縁の

先端部近くに刃潰し加工が施され左側縁に使用痕が

見られるナイフ形石器である｡

ノJ＼さめの疎を分割した後､打面を転移させな

慨作業が行われているo †
･資料】 (第56.57図 接合資料5､6)

･資料6点のうち3点を図化した (1点はナイ

f器)○接合資料 5は珪質貢岩製の剥片同士の

こある047を剥出した後､48から横長剥片49を ●

て いるo接合資料6は流紋岩ⅡC製の石核 2

L M

97,18097,185/′′////′′′//′′′//£ 5丁/97,190 ●53接合6 / -- 1J.-+一､---,7㌧一一一､52一 54■●56 欄 妻孟…≡指 1
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第54図 石器ブ ロック④遺物分布図
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第55図 石器ブロック④出土遺物実測図 (1)(S-2/3)
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第56図 石器ブロック④出土遺物実測図 (2)(S-2/3)
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第57図 石器ブロック④出土遺物実測図 (3)(S-2/3)

石器ブロック⑤ (第58図)

調査区北部Kllグリッドを中心とした長径約11.5

m､短径約7.5mの範囲内に186点が集中する｡また､

楳群S13に伴う石器ブロックである｡

内訳は､角錐状石器4点､敵石4点､二次加工剥

片1点､石核1点､剥片98点､砕片78点である｡石

器の最大長の平均は2.0cm､重量の平均が2.8gであ

る｡接合状況を見ると､同じブロック内で2点､隣

接石器ブロック⑥の出土遺物との接合が1点､ブロ

ック南側出土遺物との接合が1点確認された｡また､

上下層出土遺物との接合が2点確認された｡流紋岩

製(25%)･ホルンフェルス製(25%)･黒曜石製(23%)逮

物が多く出土している｡

【角錐状石器】 (第59図57､58)

57は流紋岩IB製で表面の二面には背面側からの

調整加工が施され､背面の一部には平坦剥離が見ら

れる｡58は､三面それぞれに調整加工が施されてい

る｡先端部の折れは何らかの力が加わったためであ

ろう｡

【敵石】 (第59･60図59､60､接合資料 7)

3点は砂岩製である｡59は扇平に近い形状で下端

部には蔽打痕が残る｡下端部の一部と上部は欠損し

ているが､使用によるものと思われる｡60は棒状の

器長7.1cmの小型の敵石である｡両端部に高支打痕が

残る｡接合資料7(61+62)は棒状で両端部に敵打

痕が残る｡割れは使用によるものと思われる｡
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【石核】 (第60図63)

63はチャート(丑製で多面的な剥離が行われた後の

残核である｡

【接合資料】 (第60･61図 接合資料8-10)

6点のうち4点を図化した (1点は敵石)｡接合

資料8は流紋岩ⅡB製の剥片同士の折れ面接合であ

る｡64+65もアクシデントにより石器本体から折れ

C1 58(ホ)

たのではないかと考えられる｡接合資料9は流紋岩

VC製の角錐状石器と剥片の接合である｡角錐状石
器 (66+67)を作る過程の調整剥片として68-69-

70-71の順に剥出されている｡接合資料10は頁岩源

ホルンフェルス製の角錐状石器 (72+73+74)と剥

片の接合である｡接合資料10より調整剥離75を剥出

している｡
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第58図 石器ブロック⑤遺物分布図
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第59図 石器ブロック⑤出土遺物実測図 (1)(S-2/3)
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